
 

 

 
 

令和 8 年 9 月 29 日 

16 時 00 分 

西日本高速道路株式会社 
 

 

 

「南九州自動車道妙見第一橋復旧に関する検討委員会」 

第 3 回検討委員会の開催結果について 

 

 

令和 8 年 9 月 27 日に開催した「南九州自動車道妙見第一橋復旧に関する検討委員会」の開催結果をお知

らせします。 

 

 

１．日  時 令和 8年 9月 27 日（日曜） 15：00～17：00 

２．場  所 西日本高速道路株式会社 九州支社 会議室 

３．委  員 別紙１のとおり 

４．結果概要 別紙 2のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別紙１ 

 

 

南九州自動車道妙見第一橋復旧に関する検討委員会 委員名簿 

 

 

石田
い し だ

 雅
まさ

博
ひろ

 
土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ長 

宇佐美
う さ み

 惣
おさむ

 
株式会社高速道路総合技術研究所 道路研究部  

橋梁研究担当部長 

岡田
お か だ

 太
た

賀
か

雄
お

 
国土交通省 国土技術政策総合研究所  

道路構造物研究部 橋梁研究室長 

中村
なかむら

 聖三
しょうぞう

 
長崎大学 大学院工学研究科  

総合生産科学域（工学系） 教授 

○ 松田
ま つ だ

 泰
たい

治
じ

 
九州大学 名誉教授 

熊本大学 名誉教授 

松村
まつむら

 政
まさ

秀
ひで

 
熊本大学  

くまもと水循環・減災研究教育センター 教授 

三谷
み た に

 泰
やす

浩
ひろ

 
九州大学 工学研究院付属  

アジア防災研究センター 教授 

 

 

（○ 委員長） 

 

（50音順、敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別紙２ 
 

南九州自動車道妙見第一橋復旧に関する検討委員会 

第 3回の結果概要 

 

１．比較検討案については、第２回の委員会において、現況構造を最大限活用しつつ、既

存橋桁を再利用する案や最小限の橋桁交換を行う案など、４つの復旧計画の案を検討し

た結果、橋脚の鉛直変位への対応を主に桁高調整で対応し、橋脚上部の嵩上げを限定的

とすることにより、早期通行止め解除につなげる以下の２案について比較することを決

定。 

案１ 現行構造案（桁交換あり） 

断層変位が生じても構造的に分離し損傷範囲を限定する案（現在の桁の掛け違い

部を存置） 

案２ 連続桁案（桁交換あり） 

地表地震断層交差部の前後区間の上部構造を連続桁とし、連続した上部構造全体

で断層変位を吸収する案 

 

２．２案を比較した結果、両案ともに、復旧方針の２について同等であること、復旧期間、

費用について、案２の方が有利であることを確認した。 

（参考）復旧方針 

１．早期通行止め解除を最優先とする。 

２．断層帯上に位置する橋梁の構造については、道路橋示方書の方向性に合致させ、

今回の地震による被災状況を踏まえた次に示す復旧方針とする。 

 

●断層変位の予測が困難であることを踏まえ、人命に影響を及ぼすような落橋等

の致命的損傷を可能な限り回避できる構造とする。 

●供用期間中に今回と同様の地震が再び発生することも想定し、今回生じた地盤

の変状と同程度の変状が生じた場合においても、被災後の速やかな応急復旧が

可能な復旧性の高い構造とする。 

 

３．なお、復旧計画の策定にあたり、縦断線形の修正が必要であり、今回計画した２案に

おいて桁高調整等により対応可能であることを確認した。 

 

４．復旧工事における対応事項について、以下を確認した。 

・橋脚どうしの不等沈下や平面的なずれにより、桁に付加的な力が作用している可能性が

あるため、桁を撤去する際には、安全に留意した施工計画とすること 

・杭基礎の健全性については、下部工補修時に追加調査を行い、必要に応じた補修又は補

強を行うこと 

以   上 


